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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和3年7月29日(2021.7.29)

【公開番号】特開2020-24982(P2020-24982A)
【公開日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2020-006
【出願番号】特願2018-147763(P2018-147763)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   5/18     (2021.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/08     (2010.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ    5/18     ＺＮＭ　
   Ｈ０１Ｌ   33/08     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月4日(2021.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体と、
　前記基体に設けられ、複数の柱状部を有する積層体と、
を有し、
　前記柱状部は、発光層を有し、
　前記積層体の積層方向における、前記柱状部の最も前記基体側の第１位置での、前記積
層方向からみた前記柱状部の最大幅をａとし、
　前記積層方向における、前記発光層の最も前記基体側の第２位置での、前記積層方向か
らみた前記柱状部の最大幅をｂとし、
　前記積層方向における、前記発光層の最も前記基体から離れた側の第３位置での、前記
積層方向からみた前記柱状部の最大幅をｃとし、
　前記積層方向における、前記柱状部の最も前記基体から離れた側の第４位置での、前記
積層方向からみた前記柱状部の最大幅をｄとし、
　前記積層方向において、前記第１位置と前記第２位置との間の距離をＬ１、前記第３位
置と第４位置との間の距離をＬ２、としたとき、
　（ｂ－ａ）／Ｌ１＞（ｄ－ｃ）／Ｌ２、ａ＜ｂ、ｃ＜ｄ、かつ、ａ＜ｄ
の関係を満たす、発光装置。
【請求項２】
　基体と、
　前記基体に設けられ、複数の柱状部を有する積層体と、
　前記積層体の前記基体側とは反対側に設けられた電極と、
を有し、
　前記柱状部は、発光層を有し、
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　前記積層体の積層方向における、前記柱状部の最も前記基体側の第１位置での、前記積
層方向からみた前記柱状部の最大幅をａとし、
　前記積層方向における、前記発光層の最も前記基体側の第２位置での、前記積層方向か
らみた前記柱状部の最大幅をｂとし、
　前記積層方向における、前記発光層の最も前記基体から離れた側の第３位置での、前記
積層方向からみた前記柱状部の最大幅をｃとし、
　前記積層方向における、前記柱状部の前記電極との接触領域の最も前記基体側の第４位
置での、前記積層方向からみた前記柱状部の最大幅をｄとし、
　前記積層方向において、前記第１位置と前記第２位置との間の距離をＬ１、前記第３位
置と前記第４位置との間の距離をＬ２、としたとき、
　（ｂ－ａ）／Ｌ１＞（ｄ－ｃ）／Ｌ２、ａ＜ｂ、ｃ＜ｄ、かつ、ａ＜ｄ
の関係を満たす、発光装置。
【請求項３】
　基体と、
　前記基体に設けられ、複数の柱状部を有する積層体と、
を有し、
　前記柱状部は、発光層を有し、
　前記積層体の積層方向における、前記柱状部の最も前記基体側の第１位置での、前記積
層方向からみた前記柱状部の径をａとし、
　前記積層方向における、前記発光層の最も前記基体側の第２位置での、前記積層方向か
らみた前記柱状部の最大幅をｂとし、
　前記積層方向における、前記発光層の最も前記基体から離れた側の第３位置での、前記
積層方向からみた前記柱状部の最大幅をｃとし、
　前記積層方向において、前記第３位置より前記基体から離れた側で、前記積層方向から
みた前記柱状部の径が最大である第４位置での、前記積層方向からみた前記柱状部の径を
ｄとし、
　前記積層方向において、前記第１位置と前記第２位置との間の距離をＬ１、前記第３位
置と第４位置との間の距離をＬ２、としたとき、
　（ｂ－ａ）／Ｌ１＞（ｄ－ｃ）／Ｌ２、ａ＜ｂ、ｃ＜ｄ、かつ、ａ＜ｄ
の関係を満たす、発光装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、
　前記発光層は、
　第１部分と、
　前記第１部分よりもＩｎの濃度が低い第２部分と、
を有し、
　前記積層方向からみて、前記第２部分は、前記第１部分を囲んでいる、発光装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記発光層は、複数の前記第１部分を有し、
　複数の前記第１部分は、前記積層方向に並び、
　隣り合う前記第１部分の間には、前記第２部分が設けられている、発光装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項において、
　前記柱状部は、
　第１半導体層と、
　前記第１半導体層と導電型の異なる第２半導体層と、
を有し、
　前記発光層は、前記第１半導体層と前記第２半導体層との間に設けられている、発光装
置。
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【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の発光装置を有する、プロジェクター。
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